
　前もって受付に並んだ避難者側の人に被災後の家庭状況を記したカードを渡して、受付側はその状況をとっさに判断し
て避難所の中の適当と思われる場所を決定します。受け入れ側と避難者側を途中で入れ替えて、出来るだけ多くの人に双
方の経験をしてもらう方法を採用しました。
　避難場所としてキャンパス体育館の隣に桜修館校の体育館もあり、この広い範囲の中で上記の避難誘導、その後の運営
を考えると、改めて関係者の皆さまの協力が必要と痛感しました。
　当日はその後、要支援者に対する接遇の講演が有り、最後に停電時の夜間の体育館で投光器を使用した照明（1階外の
発電機から長いケーブル使用）を初めて行いました。

　11月25日（土）天気は冬晴れ、気温は肌寒い気候の下で午前10時のスター
トでした。
　今回は大地震発生後にめぐろ区民キャンパスに避難してくる避難者の受け
入れと、どの場所に誘導すべきかの訓練としました。

　受付担当が的確にスピーディに処理し、一方避難者は不慣れな中で受付場
所から避難所の目指す場所まで案内人がいなくても誘導指示板と受付で渡さ
れたルート図でスムーズに到達できるかを確認しました。

　ワイワイまつりはここ数年、コロナ禍で中止や変則的な開催が続
きましたが、4年ぶりに11月12日に以前のように模擬店や子ども達
も参加しての開催となりました。

　当日は朝方の雨など寒い一日でしたが、バザーや苗木配布に行列
ができ、また歌や踊りの発表やパネル展示などもあり多数の皆様に
楽しんでいただきました。

　久しぶりに参加する子ども達もゲームコーナーやスタンプラリー
などを楽しむことができました。

　就任4年目で、やっとコロナ以前に戻れる環境でのまつり開催
となりました。出店の一員として広場での状況はそれなりにわか
ってはいましたが、建物内での行事はほとんど解らないないまま
の委員長でした。4年前の大盛況にしたいとの気持ちはあるもの
の、己の力量では無理なので、せめて天気さえ良ければ(雨さえ
降らなければ)責任の一端を果たせると言う他力本願の気持ちで
した。後は、皆様がうまくやってくれると。

　当日の朝起きてヒヤリとしましたが、思いが通じたか、開始時
間あたりから雨が止みはじめ、本当にほっとしました。
　4年ぶりですから、いろいろと反省する事はあると思いますが
来年はさらに参加者が増え、賑やかになるであろう第一歩が始ま
ったのだとの思いがいたします。

　今年度で委員長を退任いたしますが、皆様のご協力を戴き何と
かやってこられました。心から御礼申し上げます。益々「ワイワ
イまつり」が盛大になりますよう！！

　第22回八雲小避難所運営訓練を12月2日（土）に実施致しました。今
回は震災発生を朝と想定し、午前10時より開始し、昼12時に終了しま
した。
　まだコロナ禍が完全には収束していない状況なので、訓練はコロナ
対応を基本としましたが、今回は参加人数を制限せず、町会の方々や
一般見学者の参加を受け入れ、班員、防災課、参集職員、八雲小PTA、
目黒消防団第11分団団員を含めて、約260名が参加しました。

　今回は大勢の一般見学者に参加をしてもらえるよう、
通常の避難所運営訓練に加え、子供向け景品付きスタン
プラリー、地震体験（起震車）及び、煙体験コーナーを
設置しました。このため多くのファミリー（約200人）の
参加がありました。

　避難所運営訓練は4班に分かれ、総務・情報班は避難者の受け入れ（検温→受付→記
帳→避難者の避難場所への誘導）、施設・安全班は体育館の居住スペース区割り、簡
易テント、段ボールベッド組み立て、保健・衛生班は簡易トイレ、マンホール直結型
トイレ組み立て、給食・物資班ではまかないくん（巨大湯沸かし器）を使ってアルフ
ァ化米、ハイゼックス米の調理、パック詰め・配布の訓練を行いました。
　防災課より、訓練開始前に避難所運営においての各班の役割について説明がありま
した。
　見学者は4グループに分かれ、各班の見学、各班員よりそれぞれの業務の説明を受け
たり、実際に体験したり、地震体験、煙体験を経験しました。
　今回、多くのヤングファミリーの参加があり、避難所運営訓練の重要性を感じてい
ただけたと思います。また各班員は訓練内容を見学者に説明することにより、業務の
習熟度向上につなげることができたました。
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